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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　〝数字チョコ〟小田さん優秀     

　　　賞／石川さんロボ相撲全国大

　　　会へ／安生、藤沼、香取さん

　　　「銀茶会の茶席」銀賞／渡辺

　　　さん学生発表賞

３面　ａｂａ３賞に輝く／菅研が高

　　　温耐久メモリー開発／金子さ

　　　ん養成塾で受賞／中静教授に

　　　貢献賞／学位取得者

４面　林原教授が「ロボカップ」講

　　　演／ STAIR Labが新たな人工

　　　知能技術に挑戦／エコメッセ

　　　に本学６組／好調「シンナラ

　　　イブ」

５面　スポフェス開く／寮大会も接

　　　戦／未来人「藤本正雄さん」

　　　／空手覇者・根本さん来校

６面　10月オープンキャンパス／ク

　　　ラブの活動状況

　
業
種
別
で
は
建
築
・
土

木
、
機
械
、
電
気
、
情
報
・

通
信
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
関
連
が
依

然
と
し
て
旺
盛
な
採
用
意
欲

を
見
せ
て
い
る
。
技
術
営
業

担
当
を
求
め
る
商
社
、
製
造

ラ
イ
ン
に
関
わ
る
技
術
者
が

不
足
し
て
い
る
食
品
メ
ー
カ

ー
な
ど
か
ら
は
「
何
と
し
て

も
千
葉
工
大
か
ら
学
生
を
」

と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
熱
気

が
感
じ
ら
れ
る
。

「
好
奇
心
が
旺
盛
」

　
企
業
側
エ
ー
ル

　
こ
う
し
た
企
業
側
の
期
待

に
応
え
る
た
め
に
、
本
学
側

も
瀬
戸
熊
修
理
事
長
以
下
の

法
人
役
員
、

小
宮
一
仁
学

長
以
下
の
大

学
副
学
長
と

研
究
科
長
・

学
部
長
、
産

官
学
連
携
セ

ン
タ
ー
運
営

委
員
会
と
就

職
委
員
会
の

委
員
、
さ
ら

に
各
研
究
科

と
学
部
・
学

科
の
就
職
担

当
教
員
、
就

職
・
進
路
支

援
部
就
職
課

員
ら
が
総
力

を
挙
げ
て
企

業
側
の
出
席

者
に
対
応
し

た
。

　
第
１
部
で
あ
い
さ
つ
し
た

小
宮
学
長
は
、
本
学
は
こ
の

春
、
創
立
以
来
最
多
の
７
万

８
４
５
７
人
と
日
本
の
大
学

７
７
９
校
中
９
番
目
に
多
い

入
学
志
願
者
を
集
め
た
こ

と
、
ま
た
一
般
入
試
の
志
願

者
数
は
昨
年
度
に
比
べ
２
万

５
６
０
７
人
増
と
全
国
の
大

学
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
。「
い
ま
千
葉

工
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
平
均

競
争
率
５
・
７
倍
と
い
う
厳

し
い
競
争
を
勝
ち
抜
い
た
学

生
で
あ
り
、
未
来
を
支
え
る

若
き
技
術
者
で
あ
ふ
れ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
部
の
冒
頭
で

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
瀬
戸
熊

理
事
長
は
本
学
が
来
年
、
創

立
75
周
年
を
迎
え
る
こ
と
、

今
年
度
か
ら
工
学
部
の
改
編

で
「
５
学
部
17
学
科
」
に
な

っ
た
こ
と
を
報
告
し
、「
皆

さ
ん
は
ど
う
い
う
人
材
が
欲

し
い
か
、
そ
の
た
め
に
千
葉

工
大
に
は
ど
の
よ
う
な
教
育

を
し
て
ほ
し
い
の
か
、
ぜ
ひ

忌き

憚た
ん

の
な
い
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
願
い
た
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
側

を
代
表
し
て
乾
杯
の
音
頭
を

取
っ
た
八
洲
電
機
管
理
統
括

本
部
人
事
担
当
本
部
長
の
湯

本
則
光
氏
は
「
千
葉
工
大
の

ブランド力上昇

産
学
懇
に
最
多
559
社

　
本
学
が
企
業
と
親
睦
を
深
め
、
学
生
の
就
職
情
報
を
交
換

し
合
う
今
年
度
の
「
産
学
懇
談
会
」
が
11
月
２
日
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張
で
開
か
れ
、
過
去
最
多
を
記
録
し
た

昨
年
を
さ
ら
に
54
社
上
回
る
５
５
９
社
か
ら
人
事
・
採
用

担
当
者
５
８
３
人
が
出
席
し
た
。
企
業
の
採
用
意
欲
が
依
然

旺
盛
な
こ
と
に
加
え
て
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
上
昇
し
、

「
千
葉
工
大
生
」
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。

　
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
墨

田
区
押
上
・
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
タ
ウ
ン
８
階
）
が
開
設

か
ら
約
４
年
半
の
11
月
７

日
、
来
場
者
数
60
万
人
を
達

成
し
た
。

　
60
万
人
目
は
埼
玉
県
越
谷

市
か
ら
来
た
小
学
生
の
太
刀

川
翼
さ
ん

写
真
左
。
太
刀

川
さ
ん
親
子
は
学
校
の
振
り

替
え
休
日
を
利
用
し
て
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
に
来
て
本
学
ブ
ー

ス
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
。

　
太
刀
川
さ
ん
親
子
は
瀬
戸

熊
修
理
事
長

同
右

か
ら

記
念
品
を
手
渡
さ
れ
、
係
員

に
導
か
れ
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
体
感
し
た
。
エ
リ
ア

Ｉ
で
は
魔
法
の
カ
ー
ド
や
災

害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
縦
、

エ
リ
ア
Ⅱ
で
は
太
陽
系
グ
ラ

ン
ド
ツ
ア
ー
の
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

来場60万人に
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
設
４
年
半

学
生
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
目
が

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
は
好
奇
心
が
非
常
に
旺

盛
で
あ
る
こ
と
の
表
れ
だ
と

思
う
。
何
事
に
も
興
味
を
も

っ
て
邁ま

い

進し
ん

す
る
学
生
を
育
て

て
頂
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
て
い
た
。

　
懇
談
会
の
中
締
め
は
松
井

孝
典
常
務
理
事
（
惑
星
探
査

研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）
が
行

っ
た
。

　
　
中
堅
企
業
な
ど

「
採
用
は
未
充
足
」

　「
産
学
懇
談
会
」
の
会
場

に
当
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張
の
大
宴
会

場
「
鶴
の
間
」
の
前
に
は
、

受
付
開
始
時
刻
の
１
時
間
も

前
か
ら
企
業
側
の
出
席
者
が

集
ま
り
始
め
、
名
刺
交
換
開

始
と
同
時
に
受
付
台
前
に
は

長
い
列
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
企
業
側
の
過

熱
ぎ
み
の
採
用
意
欲
の
背
景

の
１
つ
に
は
、
中
堅
・
中
小

企
業
を
中
心
に
２
０
１
６
年

春
入
社
、
17
年
春
入
社
と
続

け
て
採
用
数
が
採
用
計
画
数

に
満
た
し
て
い
な
い
「
未
充

足
」
状
態
が
、
今
も
続
い
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
18
年
春
入
社
組
の
就
職
活

動
日
程
は
、「
３
年
生
の
３

月
、
会
社
説
明
会
解
禁
」
↓

「
４
年
生
の
６
月
、
面
接
解

禁
」
↓
「
10
月
に
内
定
解

禁
」
で
、
17
年
春
入
社
組
と

同
じ
。

　
し
か
し
、「
採
用
未
充

足
」
の
企
業
の
多
く
が
「
来

年
こ
そ
」
の
思
い
で
、
大
学

と
の
「
太
い
パ
イ
プ
」
の
構

築
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

　
懇
談
会
の
会
場
で
も
就
職

課
の
職
員
に
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

懇
談
会
に
は
ど
う
し
た
ら
参

加
で
き
る
か
。
参
加
条
件

は
？
」「
大
学
主
催
の
会
社

説
明
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
た
い

の
だ
が
」
と
い
っ
た
質
問
を

投
げ
か
け
て
く
る
人
事
・
採

用
担
当
者
が
多
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

に
入
る
３
年
生
に
就
職
・
進

路
支
援
部
の
福
江
聡
部
長
は

次
の
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
る
。

　「
就
職
活
動
で
は
、
自
分

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
相
手
企

業
の
動
向
を
き
ち
ん
と
把
握

す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
自
分
の

ア
ン
テ
ナ
を
し
っ
か
り
張
っ

て
準
備
し
て
く
だ
さ
い
」

　
産
学
懇
談
会
第
１
部
で
は

東
大
大
学
院
工
学
系
研
究
科

附
属
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
教
授

で
、
今
年
４
月
に
設
立
さ
れ

た
本
学
次
世
代
海
洋
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
（ORCeNG

）
招

聘
主
席
研
究
員
の
加
藤
泰
浩

氏
が
「
日
本
の
海
洋
資
源
政

策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　
加
藤
教
授
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
２
０
１
２
年
に
日
本
の

排
他
的
経
済
水
域
で
あ
る
南

鳥
島
周
辺
に
世
界
最
高
品
位

の
「
レ
ア
ア
ー
ス
泥
」
が
大

量
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
研
究

を
基
に
、
東
大
、
本
学
の
次

世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ

ー
と
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
加

わ
っ
て
「
レ
ア
ア
ー
ス
泥
開

発
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

が
結
成
さ
れ
た
。
世
界
初
の

深
海
底
で
の
鉱
物
資
源
開
発

の
実
現
に
向
か
っ
て
活
動
す

る
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー

で
は
レ
ア
ア
ー
ス
泥
開
発
シ

ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。

レ
ア
ア
ー
ス
泥
開
発
を
推
進

本
学
海
洋
資
源

セ
ン
タ
ー
参
加

加
藤
教
授
が
講
演

産学懇談会に詰めかけた企業の人事・採用担当者たち

講
演
す
る
加
藤
教
授

「
千
葉
工
大
生
が
欲
し
い
」
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第
28
回
全
日
本
ロ
ボ
ッ
ト

相
撲
東
北
大
会
（
10
月
23

日
、
秋
田
県
立
横
手
清
陵
学

院
高
で
開
催

富
士
ソ
フ
ト

㈱
主
催
）
の
「
全
日
本
の
部

・
ラ
ジ
コ
ン
型
」
で
石
川
瑛あ

き

丈ひ
ろ

さ
ん
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
３
年
）
が
優
勝
し
て

〝
東
北
横
綱
〞
に
な
り
、
12

月
18
日
に
東
京
・
両
国
国
技

館
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
へ

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　
東
北
大
会
に
は
約
１
０
０

台
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
参
加
。
石

川
さ
ん
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

５
回
勝
ち
、優
勝
を
決
め
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
は
直
径
１

・
54
㍍
の
鉄
板
製
土
俵
で
対

戦
、
相
手
を
土
俵
外
に
押
し

出
せ
ば
勝
ち
。
平
成
元
年
に

始
ま
り
、
高
校
生
の
部
、
全

日
本
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
ラ
ジ

コ
ン
型
、
自
立
型
の
２
部
門

が
あ
る
。
全
国
９
地
区
の
地

方
大
会
で
毎
年
約
千
台
の
ロ

ボ
ッ
ト
が
全
国
大
会
出
場
を

か
け
て
戦
う
。 

　
機
体
の
サ
イ
ズ
制
限
は
幅

20
㌢
×
奥
行
き
20
㌢
以
内
、

重
さ
３
㌔
以
内
（
身
長
は
自

由
）。
鉄
板
土
俵
に
張
り
付

く
よ
う
磁
石
を
多
用
す
る

が
、
た
だ
磁
力
を
強
く
し
て

も
勝
負
強
く
な
ら
な
い
と
い

う
。
石
川
さ
ん
は
今
回
、
磁

石
の
吸
着
性
を
保
護
す
る
機

構
を
搭
載
し
、
技
術
＋
戦
術

の
ア
イ
デ
ア
勝
負
と
い
わ
れ

る
同
大
会
を
制
し
た
。

　
制
限
重
量
内
で
多
機
能
を

持
た
せ
よ
う
と
、
部
品
は
軽

量
で
複
雑
な
形
状
に
な
り
が

ち
だ
。
石
川
さ
ん
は
、
最
先

端
の
工
作
機
械
約
50
台
が
並

ぶ
工
作
セ
ン
タ
ー
（
津
田
沼

校
舎
４
号
館
）で
、ワ
イ
ヤ
放

電
加
工
機
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
切
断
機
を
使
い
部
品

を
加
工
、
こ
れ
が
優
勝
に
大

き
く
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
石
川
さ
ん
は
「
高
校
（
香

川
県
）
の
頃
か
ら
こ
の
競
技

に
参
加
し
、
機
体
の
設
計
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
調

整
な
ど
で
試
行

錯
誤
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
今

回
そ
の
成
果
を

東
北
大
会
優
勝

と
い
う
形
で
得

ら
れ
非
常
に
う

れ
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
知
識
や

技
術
を
磨
き
、

ロ
ボ
ッ
ト
研
究

に
役
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

ロ
ボ
相
撲
　全
国
大
会
へ

▼　

石
川
さ
ん　

東
北
大
会
で
優
勝

石川さん(上)とラジコン型の愛機。下は対戦風景

　
デ
ザ
イ
ン
の
若
い
才
能
を

応
援
す
る
「
東
京
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
６
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」（
東
京
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン

事
業
者
代
表

・
三
井
不
動
産
㈱

主
催
）

で
、
小
田
裕ひ

ろ

和か
ず

さ
ん
（
工
学

専
攻
博
士
後
期
課
程
１
年

長

尾

徹

研

究

室
）
が
深ふ

か

地じ

宏

昌
さ
ん
（
デ
ザ

イ
ナ
ー
・
大
阪

府
出
身
）
と
共

同

提

案

し

た

「
数
字
に
な
る

チ

ョ

コ

レ

ー

ト
」
が
、
グ
ラ

ン
プ
リ
・
準
グ

ラ
ン
プ
リ
に
次

ぐ
優
秀
賞
（
１

点
）
に
選
ば
れ

た
。
授
賞
式
は

10
月
14
日
、
東

京
ミ
ッ
ド
タ
ウ

〝
数
字
チ
ョ
コ
〞優
秀
賞

▼　

小
田
さ
ん　
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で

ン
の
プ
ラ
ザ
Ｂ
１
特
設
会
場

で
行
わ
れ
た
。

　
作
品
は
、
並
び
替
え
て
好

き
な
数
字
を
デ
ジ
タ
ル
数
字

風
に
作
れ
る
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
。
誕
生
日
や
記
念
日
に
、

チ
ョ
コ
数
字
を
可
愛
く
添
え

ら
れ
る
よ
う
に
、と
考
え
た
。

　
共
同
制
作
し
た
深
地
さ
ん

と
は
昨
年
、Maker Faire

　Tokyo

（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

祭
）
で
知
り
合
い
別
の
コ
ン

ペ
で
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
で
出
力
、
食
用
シ
リ
コ

ン
で
型
を
取
っ
た
。
千
葉
と

京
都
間
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や

り
と
り
し
、
面
倒
も
多
か
っ

た
が
、
う
ま
く
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
た
、
と
振
り
返
る
。

　
コ
ン
ペ
で
は
５
人
の
著
名

デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
が
▽
デ
ザ
イ

ン
力
▽
提
案
（
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
）
力
▽
テ
ー
マ
の

理
解
力
▽
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

理
解
力
▽
商
品
化
の
可
能
性

｜
｜
な
ど
を
審
査
。
１
次
、

２
次
と
作
品
を
絞
っ
て
受
賞

８
作
品
を
選
ん
だ
。

　
小
田
さ
ん
は
「
応
募
１
２

４
９
点
の
中
か
ら
選
ん
で
い

た
だ
け
、
と
て
も
驚
い
て
い

ま
す
。
研
究
と
は
少
し
離
れ

た
取
り
組
み
で
す
が
、
商
品

化
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
誰
か
の
心
に
残
る

何
か
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

展示された小田さんらの作品。下は小田

さん(左)と深地さん

　
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
学
会
の

第
28
回
大
会
（
10
月
22
、
23

日
、
名
古
屋
工
業
大
で
開

催
）・
論
文
発
表
部
門
で
、

渡
辺
ひ
か
り
さ
ん
（
デ
ザ
イ

ン
科
学
科
４
年

白
石
光
昭

研
究
室
・
写
真
）
が
「
マ
ン

シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
の
現
状

か
ら
見
た
間
取
り
の
変
化
」

を
口
頭
発
表
し
、
学
生
発
表

賞
２
組
の
１
つ
に
選
ば
れ

た
。

　
白
石
研
で
は
、
製
品
や
空

間
の
使
い
や
す
さ
、
心
地
よ

さ
な
ど
を
人
間
工
学
・
感
性

工
学
か
ら
研
究
・
提
案
し
て

い
る
。
渡
辺
さ
ん
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
実
際
ど
の
よ
う
に

リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
て
い
る
か

を
調
べ
、
人
々
が
暮
ら
し
に

求
め
る
現
状
を
知
ろ
う
と
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
キ
ッ
チ
ン
を

対
面
式
や
島
型
に
す
る
な

ど
、
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ

と
キ
ッ
チ
ン
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
た
間
取
り
を
望
む

人
々
の
増
加
が
裏
付
け
ら
れ

た
。

　
本
格
研
究
を
始
め
た
の
が

昨
年
３
月
ご
ろ
。
と
に
か
く

時
間
が
不
足
し
、
夏
休
み
も

ほ
ぼ
毎
日
研
究
室
へ
。
思
う

よ
う
な
結
果
が
出
な
い
時
期

も
あ
っ
て
悩
ん
だ
が
「
白
石

教
授
の
指
導
の
お
か
げ
で
、

な
ん
と
か
完
成
」
し
た
と
い

う
。

　「
初
め
て
の
学
会
発
表
で

緊
張
し
ま
し
た
が
、
形
に
残

る
結
果
と
な
り
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
テ

ー
マ
を
卒
業
研
究
と
し
て
も

続
け
て
い
く
つ
も
り
な
の

で
、
更
に
精
進
し
た
い
」
と

渡
辺
さ
ん
は
語
っ
た
。

渡
辺
さ
ん
　学
生
発
表
賞

▼　

リ
フ
ォ
ー
ム
研
究　

イ
ン
テ
リ
ア
学
会
で

　
日
本
建
築
学
会
が
学
生
に

創
作
茶
席
を
募
集
し
た
「
銀

茶
会
の
茶
席
」
で
、
本
学
の

安あ
ん

生
じ
ょ
う

仁
ひ
と
し

さ
ん
（
建
築
都
市

環
境
学
専
攻
修
士
２
年

多

田
修
二
研
究
室
）、
藤
沼
悠ゆ

う

生き

さ
ん
（
同
１
年

同
）、

香
取
佑
弥
さ
ん
（
建
築
都
市

環
境
学
科
４

年

同
）
ら

３
人
チ
ー
ム

の
作
品
が
銀

賞
を
受
賞
し

た
。
10
月
２

日
、
建
築
会

館
（
東
京
都

港
区
芝
）
イ

ベ
ン
ト
広
場

で
開
か
れ
た

２
次
審
査
で

選
ば
れ
、
表

彰
さ
れ
た
。

　
茶
室
は
柱
と
梁
が
支
え
る

日
本
建
築
の
粋
。
３
人
は
柱

の
圧
縮
強
さ
を
、
張
力
構
造

の
構
成
に
変
え
た
新
空
間
を

安
生
、藤
沼
、香
取
さ
ん

▼　
「
銀
茶
会
の
茶
席
」
コ
ン
ペ

提
案
し
た
。

　
ぎ
り
ぎ
り
に
薄
い
（
厚
さ

１
㍉
）
透
明
な
塩
ビ
板
を
弧

状
に
曲
げ
、
５
枚
組
み
合
わ

せ
て
１
ユ
ニ
ッ
ト
に
。
こ
れ

を
ず
ら
し
重
ね
て
ケ
ー
ブ
ル

で
つ
な
ぎ
、
張
力
に
よ
る
４

面
の
壁
を
生
み
出
し
た
。
１

次
審
査
で
は
説
明
パ
ネ
ル
に

加
え
１
０
分
の
１
模
型
、
２

次
審
査
で
は
実
物
大
模
型
を

作
り
、
審
査
員
の
建
築
家
・

茶
人
た
ち
を
前
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。
構
造
と
新
し

い
空
間
が
評
価
さ
れ
た
が
、

わ
ず
か
に
金
賞
に
及
ば
な
か

っ
た
。

　
安
生
さ
ん
は
「
著
名
な
建

築
・
構
造
家
や
茶
人
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
、
貴
重
な
意
見

を
頂
く
こ
と
が
で
き
て
、
よ

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
先

生
方
や
、
模
型
作
り
に
協
力

し
て
く
れ
た
後
輩
た
ち
、
研

究
室
仲
間
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
」
と
感
謝
し
た
。

建
築
３
人
チ
ー
ム「
銀
賞
」

　
銀
茶
会
　
銀
座
通
り
周
辺

に
年
１
回
、
茶
席
を
設
け
、

表
千
家
、
裏
千
家
、
武
者
小

路
千
家
な
ど
六
流
派
が
参
加

す
る
野
点
の
大
茶
会
。
銀
座

の
店
舗
・
企
業
が
集
ま
る
全

銀
座
会
の
依
頼
で
、
建
築
学

会
が
２
０
０
９
年
か
ら
学
生

た
ち
に
創
作
茶
席
を
募
集
、

金
賞
作
品
は
銀
座
三
越
で
展

示
さ
れ
、
大
茶
会
の
茶
席
に

使
わ
れ
る
。

受賞した安生さん(前列右端)、香取さん(後列左から２人

目)、藤沼さん(同３人目)。下はその作品(説明パネルから)
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
千
葉
工
大
と
国
立
研
究
開

発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究

所
（
産
総
研
）、
物
質
・
材

料
研
究
機
構
（
物
材
機
構
）

は
10
月
11
日
、
セ
氏
６
０
０

度
で
も
動
作
す
る
不
揮
発
性

記
憶
素
子
（
電
源
を
切
っ
て

も
記
録
情
報
が
失
わ
れ
な
い

メ
モ
リ
ー
）
の
開
発
に
世
界

で
初
め
て
成
功
し
た
と
発
表

し
た
。

　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応

用
し
、
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
菅
洋
志
助
教(

現
・
機
械

電
子
創
成
工
学
科
助
教)

、

鈴
木
博
也
さ
ん(

機
械
サ
イ

エ
ン
ス
専
攻
修
士
１
年)

、

柏
原
翔
太
さ
ん(

２
０
１
４

年

、
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

卒)

、
篠
村
勇
磨
さ
ん(

２
０

１
３
年
、
同
学
科
卒)

が
産

総
研
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
研
究
部
門
、
物
材
機
構
国

際
ナ
ノ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
ニ
ク

ス
研
究
拠
点
と
共
同
で
開
発

し
た
。

　
通
常
の
半
導
体
メ
モ
リ
ー

は
高
温
で
固
体
内
の
電
子
伝

導
を
制
御
で
き
な
く
な
る
た

め
、
２
０
０
度
程
度
で
情
報

書
き
込
み
も
保
持
も
で
き
な

く
な
る
。
菅
研
の
新
技
術
は

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
の
隙
間
（
ナ

ノ
ギ
ャ
ッ
プ
）
に
起
こ
る
量

子
効
果
で
電
子
伝
導
を
制
御

す
る
た
め
、
非
常
に
高
い
温

度
で
も
動
作
す
る
。

　
今
回
、
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
室
温
下
で
も
高
温
下
で

も
安
定
に
情
報
を
書
き
込
む

こ
と
が
で
き
、
セ
氏
６
０
０

度
で
８
時
間
以
上
情
報
を
保

持
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
プ
ラ
チ
ナ
単
結
晶
を
用

い
て
ナ
ノ
構
造
を
作
る
千
葉

工
大
の
技
術
と
、
学
生
た
ち

が
繰
り
返
し
実
験
し
て
得
た

デ
ー
タ
が
、
成
果
に
大
き
く

寄
与
し
た
。

　
こ
の
技
術
は
フ
ラ
イ
ト
レ

コ
ー
ダ
ー
、
惑
星
探
査
機
な

ど
高
熱
下
で
デ
ー
タ
保
護
が

必
要
な
場
面
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
で
デ
ー
タ
保
護
の

た
め
に
消
費
さ
れ
る
冷
却
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に
削
減
で

き
る
こ
と
か
ら
、
省
エ
ネ
社

会
に
貢
献
す
る
と
期
待
さ
れ

る
。

　
菅
助
教
は
「
学
生
た
ち
の

奮
闘
と
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
に

感
謝
し
た
い
。
今
後
は
１
ナ

ノ
㍍
よ
り
小
さ
い
領
域
に
注

目
し
て
現
象
を
よ
り
精
密
に

制
御
す
る
な
ど
、
大
学
ら
し

い
基
礎
研
究
に
取
り
組
み
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
成
果
は
英
科
学
誌
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー

ツ
電
子
版
（
10
月
11
日
付
）

に
掲
載
さ
れ
た
。

▼　

菅
研
究
室

高
温
耐
久
メ
モ
リ
ー
を
開
発

世界初

600
度
超
で
記
録
動
作

■
東
京
工
業
大
博
士
号
（
工

学
）

９
月
20
日

　
入
江
清
・
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ

ｕ
Ｒ
ｏ
）
主
任
研
究
員
　

　
▽
学
位
論
文
「Mobile 

Robot Navigation Using 

Statistical Dependence

(

統
計
的
依
存
性
を
利
用
し

た
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン)

」

　
入
江
主
任
研
究
員
は
、
移

動
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
運
転
車

が
地
図
の
準
備
な
し
で
自
律

走
行
で
き
る
研
究
を
進
め
て

い
る
。
今
回
、
自
己
位
置
推

定
や
セ
ン
サ
ー
校
正
に
つ
い

て
、
統
計
的
依
存
性
を
利
用

し
た
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の
位

置
合
わ
せ
を
応
用
す
る
こ
と

で
従
来
よ
り
も
優
れ
た
性
能

を
持
つ
手
法
を
開
発
し
た
。

学
位
取
得

　
本
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

㈱
ａ
ｂ
ａ
（
代
表
・
宇
井
吉よ

し

美み

さ
ん

工
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
１
年
・
写
真
右
）
の

介
護
用
「
臭
気
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
排
泄
検
知
シ
ー
ト

Lifilm

改

めLifi

（

リ

フ

ィ
）」
が
「
第
４
回
デ
ィ
ー

プ
テ
ッ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０

１
６
」（
９
月
10
日
、
東
京

都
江
東
区
豊
洲
の
日
本
ユ
ニ

シ
ス
社
で

㈱
リ
バ
ネ
ス

主
催
）
で
Ｊ
Ｔ
賞
と
サ
ン

ト
リ
ー
賞
を
、「Tech 
Lab 

PAAK

（
テ
ッ
ク
・
ラ
ボ
・

パ
ー
ク
）
第
５
期
」（
９
月

27
日
、
東
京
・
渋
谷
のTech 

Lab PAAK

で

㈱
リ
ク
ル
ー

ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
運

営
）
で
は
ア
ン
カ
ー
ス
タ
ー

ａｂａ　３賞に輝く

▼　排泄検知シート「Lifi」で

賞
の
ト
リ
プ
ル
受
賞
に
輝
い

た
。

　
各
コ
ン
テ
ス
ト
は
い
ず
れ

も
技
術
シ
ー
ズ
の
ビ
ジ
ネ
ス

化
を
応
援
す
る
も
の
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
宇
井

代
表
が
説
明
、
デ
ィ
ー
プ
テ

ッ
ク
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
秋
庭

裕
さ
ん
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
４
年

大
川
茂
樹
研

究
室
・
同
左
）
が
説
明
に
加

わ
っ
た
。

　「Lifi

」

の

開

発

に

つ

い
て
、Tech 

Lab 
PAAK

は

「
臨
床
実
験
を
重
ね
て
、
着

実
に
前
進
し
て
い
る
」、
Ｊ

Ｔ
賞
は
「
介
護
現
場
を
丁
寧

に
調
査
し
、
技
術
視
点
だ
け

で
は
た
ど
り
着
け
な
い
課
題

解
決
策
に
た
ど
り
着
い
て
い

る
ビ
ジ
ョ
ン
」、
サ
ン
ト
リ

ー
賞
は
「
現
場
に
真し

ん

摯し

に
向

き
合
っ
て
い
る
」
と
評
価
し

た
。

　
宇
井
さ
ん
は
「
介
護
現
場

で
の
実
験
が
大
変
だ
っ
た
。

Lifi

は
夜
間
帯
も
使
用
す
る

の
で
、
泊
ま
り
込
み
の
実
験

と
、
日
中
業
務
を
平
行
す
る

の
が
本
当
に
大
変
だ
っ
た
」

　
就
活
学
生
の
た
め
の
「
次

代
人
財
養
成
塾One-Will

（
ワ
ン
ウ
ィ
ル
）」
第
６
期

（
７
月
２
日
〜
９
月
３
日
、

東
京
・
銀
座
の
㈱
秀
實
社
な

ど
で
研
修

秀
實
社
主
催
、

　
電
子
情
報
通
信
学
会
の
ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
大
会
（
９
月
20

〜
23
日
、
北
海
道
札
幌
市
の

北
海
道
大
で
開
催
）
で
、
本

金
子
さ
ん
養
成
塾
で
受
賞

▼　
「
働
く
意
味
」
学
ん
だ
３
カ
月

学
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学

科
の
中な

か

静
し
ず
か

真
ま
こ
と

教
授

写
真

が
、
基
礎
・
境
界
ソ
サ
イ

エ
テ
ィ
分
野
の
貢
献
賞(

国

際
会
議)

を
贈
ら
れ
た
。

　
中
静
教
授
は
、
通
信
と
信

号
処
理
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
会
議
で

あ
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ォ
メ

デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
ズ
・
イ

ン
・
ア
ジ
ア
２
０
１
５
（
昨

年
8
月
26
〜 

28
日
、
津
田

沼
キ
ャ
ン
パ
ス
と
モ
リ
シ
ア

ホ
ー
ル
で
開
催
）
で
実
行
委

員
長
を
務
め
国
際
会
議
を
運

営
し
た
手
腕
を
評
価
さ
れ

た
。
会
議
に
は
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の

研
究
者
が
参
加
し
チ
ュ
ー
ト

リ
ア
ル
講
演
、
特
別
講
演
な

ど
40
件
が
発
表
さ
れ
た
。

　
中
静
教
授
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
人
間
の
知
覚
を
超

え
た
能
力
を
持
た
せ
る
こ
と

を
目
標
に
、
複
雑
な
現
象
の

中
か
ら
、
隠
れ
た
信
号
パ
タ

中
静
教
授
に
貢
献
賞

▼　

本
学
で
開
い
た
国
際
会
議
を
運
営

ー
ン
を
学
習
す
る
方
法
と
画

像
・
音
声
処
理
へ
の
応
用
を

研
究
し
て
い
る
。

　
電
子
情
報
通
信
学
会
は
基

礎
・
境
界
、
通
信
な
ど
５
つ

の
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
で
活
動
、

正
会
員
が
２
万
５
千
人
を
超

す
大
規
模
学
会
。

　
中
静
教
授
の
話
　
千
葉
工

大
で
国
際
会
議
を
開
催
す
る

こ
と
で
、微
力
な
が
ら
海
外
、

特
に
ア
ジ
ア
圏
に
お
け
る
千

葉
工
大
の
知
名
度
を
上
げ
る

こ
と
に
貢
献
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
津
田
沼
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
、
建
物
の
表

示
・
案
内
図
に
英
語
の
表
記

が
な
い
な
ど
整
備
が
不
十
分

な
点
も
あ
り
、
若
干
の
苦
労

が
あ
っ
た
。
今
後
も
機
会
が

あ
れ
ば
千
葉
工
大
の
知
名
度

の
向
上
に
貢
献
し
た
い
。

産
経
新
聞
社
協
力
）
に
参
加

し
た
金
子
幸
平
さ
ん
（
経
営

情
報
科
学
科
３
年
・
写
真
）

が
、
９
月
24
日
の
修
了
式
で

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ニ
ン
グ
賞
に

選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。

　
秀
實
社
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
で
、One-Will

は

３
カ
月
間
の
無
料
塾
。
約
３

〜
７
時
間
の
研
修
を
９
回
前

後
受
け
る
。

　
第
６
期
研
修
に
は
約
50
人

が
参
加
。
自
己
啓
発
セ
ミ
ナ

ー
や
、
成
功
し
た
実
業
家
ら

の
講
義
を
通
し
て
「
働
く
意

味
」
を
学
び
、
３
年
後
の
自

身
の
将
来
像
や
実
現
計
画
を

「
未
来
創
生
新
聞
」
に
ま
と

め
た
。

　
修
了
式
で
は
選
抜
さ
れ
た

塾
生
が
未
来
創
生
新
聞
を
発

表
。
そ
の
内
容
や
成
長
ぶ
り

か
ら
６
賞
８
人
が
選
ば
れ

た
。

　
金
子
さ
ん
は
受
賞
を
「
３

カ
月
の
短
期
間
で
積
極
的
に

学
べ
る
も
の
を
学
ぼ
う
と
し

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
志

の
高
い
学
生
や
企
業
人
と
出

会
っ
て
、
思
考
や
行
動
が
変

化
し
、
社
会
へ
出
る
期
待
や

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

　「Lifi

」

写
真
上
　
寝
た
き
り
被
介
護
者
の
オ
ム
ツ
交

換
に
つ
い
て
、
介
護
者
は
排
泄
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
ら
な
い

た
め
排
泄
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
定
時
交
換
で
対
応
。
２
割

は
空
振
り
交
換
と
調
査
さ
れ
、
時
間
ロ
ス
が
介
護
者
に
負
担

と
な
っ
て
い
る
。Lifi

は
、
臭
い
や
気
体
中
の
成
分
変
化
に

反
応
す
る
安
価
な
セ
ン
サ
ー
を
活
用
、
独
自
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
で
排
泄
の
有
無
を
検
知
し
、
介
護
者
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
通
知
す
る
。
実
証
テ
ス
ト
で
成
果
が
確
認
さ
れ
、TECH 

LAB 
PAAK

第
３
期
でTechCrunch 

Japan 

賞
を
受
賞
。
当

時
の
名
称
「Lifilm

」
を
「Lifi

」
と
改
名
し
て
現
在
、
提

携
関
係
に
あ
る
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
㈱
と
量
産
へ
向
け
協

議
し
て
お
り
、
来
春
に
も
本
格
販
売
で
き
る
見
込
み
。

と
振
り
返
り
、「
そ
の
お
か

げ
で
少
し
ず
つ
デ
ー
タ
回
収

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
研

究
開
発
も
前
に
進
ん
だ
」
と

語
っ
た
。

　
宇
井
代
表
の
話
　
現
場
で

の
臨
床
結
果
を
評
価
い
た
だ

い
た
の
が
非
常
に
う
れ
し
か

っ
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
、
介
護
現
場
に
役
立
つ
も

の
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

菅助教(奥)と(前列左から)鈴木さん、柏原さ

ん、篠村さん。右は開発した高温耐久メモリー
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新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の

図
書
館
前
で
先
生
方
が
ミ
ニ

講
義
す
る
「
シ
ン
ナ
ラ
イ

ブ
」
が
好
評
だ
。
図
書
館
事

務
課
が
教
員
と
〝
協
働
〞
し

て
昨
年
始
め
た
も
の
で
、
昼

休
み
の
30
分
間
、
普
段
の
授

業
で
は
聞
け
な
い
先
生
方
の

〝
取
っ
て
置
き
〞
講
義
を
、

聴
け
る
。

　
第
９
回
の
10
月
26
日
は
、

内
海
秀
幸
・
都
市
環
境
工
学

科
教
授
の
「
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ

の
楽
し
み
方
と
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
」
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
モ
ダ
ン
ジ

ャ
ズ
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
内
海
教

授
が
、
ジ
ャ
ズ
の
歴
史
と
楽

曲
構
成
、
基
本
と
な
る
音
楽

理
論
、
即
興
演
奏
と
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
能
力

の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
ミ
ニ

レ
ク
チ
ャ
ー
。
内
海
教
授
な

ら
で
は
の
生
演
奏
も
交
え
、

楽
し
い
講
演
と
な
っ
た
。

　
11
月
14
日
に
は
、
東
條
晃

次
・
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
の

「
等
質
空
間
〜
行
列
を
使
っ

て
球
面
を
表
現
し
て
み
る

〜
」、
12
月
１
日
に
は
東
山

幸
司
・
同
准
教
授
の
「
原
子

核
物
理
学
で
せ
ま
る
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
の
秘
密
」
と
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
講
座
が
続
く
。

　
10
万
本
の
動
画
を
深
層
学

習
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

の
多
様
な
動
作
を
高
精
度
に

認
識
さ
せ
る
こ
れ
ま
で
に
な

い
技
術
の
開
発
に
、
本
学
人

工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
（STAIR 

Lab

）
が
挑
ん
で
い
る
。
そ

の
概
要
が
10
月
５
、
６
日
に

幕
張
メ
ッ
セ
で
開
か
れ
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

の
展
示
会
で
ポ
ス
タ
ー
発
表

さ
れ
た

写
真
。

　「
き
め
の
細
か
い
動
作
認

識
の
研
究
開
発
」
と
題
し
た

こ
の
研
究
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の

委
託
事
業
「
次
世
代
人
工
知

能
・
ロ
ボ
ッ
ト
中
核
技
術
開

発
」
に
応
募
し
て
採
択
さ

れ
、
今
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。研
究
期
間
は
４
年
間
。

　
具
体
的
に
は
、「
座
る
」

「
歩
く
」「
リ
ン
ゴ
を
食
べ

る
」「
水
を
飲
む
」「
抱
き
合

う
」
な
ど
の
日
常
的
な
人
の

動
作
１
０
０
種
類
を
認
識
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
１
つ
の
動
作
ご

と
に
１
千
本
、
計
10
万
本
の

動
画
学
習
セ
ッ
ト
を
作
成

し
、
こ
れ
ら
の
動
作
を
認
識

す
る
深
層
ニ
ュ
ー
ラ
ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｄ
Ｎ
Ｎ
）
を

開
発
す
る
。

　
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ｎ
開
発
を
さ
ら

に
進
め
て
、
▽
短
い
動
画
を

見
て
、
そ
れ
を
言
語
化
（
文

章
化
）
す
る
▽
長
い
動
画
を

見
て
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る

出
来
事
に
つ
い
て
の
質
問
に

応
答
す
る
段
階
へ
と
Ｄ
Ｎ
Ｎ

モ
デ
ル
を
進
化
さ
せ
る
。

　
そ
し
て
「
出
口
イ
メ
ー

ジ
」
と
し
て
は
、
開
発
し
た

動
作
認
識
ソ
フ
ト
を
ロ
ボ
ッ

ト
や
カ
メ
ラ
に
搭
載
し
、
介

護
や
見
守
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
監
視
な
ど
に
応
用
す

れ
ば
、
よ
り
正
確
に
人
の
状

態
を
推
定
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
タ
ス
ク
の
質
を
高
め
る

な
ど
、
幅
広
い
応
用
が
可
能

だ
と
し
て
い
る
。

人工知能

細
か
な
動
作

認
識
へ

▼
　ST

A
I
R
 
L
a
b

が
開
発
に
挑
戦

　
本
学
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）

と
文
部
科
学
省
が
共
同
で
事

務
局
を
務
め
る
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
未
来
社
会
推
進
協
議

会
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

10
月
21
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
か
れ
、
未
来
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
の
林
原
靖
男

教
授
が
来
年
７
月
に
名
古
屋

市
で
開
か
れ
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ

世
界
大
会
に
向
け
て
、
ロ
ボ

カ
ッ
プ
の
意
義
と
本
学
の
取

り
組
み
な
ど
を
語
っ
た

写

真
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

２
年
に
１
度
開
か
れ
る
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
の
専
門
展
「
ジ
ャ

パ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
ウ
イ
ー
ク
２

０
１
６
」
の
企
画
の
一
環
。

同
協
議
会
は
２
０
２
０
年
の

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
併
せ
て
、
先
端
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
使
っ
た
夢
の

未
来
社
会
の
〝
実
証
フ
ィ
ー

ル
ド
〞
を
各
地
に
造
り
、
シ

ョ
ー
ケ
ー
ス
化
し
て
世
界
に

発
信
し
よ
う
と

い
う
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
て
い
る
。

　
一
方
「
２
０

５
０
年
に
サ
ッ

カ
ー
の
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に

勝
て
る
自
律
型

ロ
ボ
ッ
ト
の
チ

ー
ム
を
作
る
」

と
い
う
目
標
を

掲
げ
る
ロ
ボ
カ

ッ
プ
の
第
１
回

世
界
大
会
は
、

１
９
９
７
年
に

名
古
屋
市
で
開

催
さ
れ
た
。
21
回
目
と
な
る

２
０
１
７
年
名
古
屋
大
会
は

２
０
２
０
年
に
最
先
端
ロ
ボ

ッ
ト
が
活
躍
す
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
未
来
社
会
の
姿
を
実
証

し
て
見
せ
よ
う
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
〝
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
〞と
し
て
の
意
味
も
持
つ
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
司

会
を
務
め
た
文
科
省
の
渡
辺

そ
の
子
科
学
技
術
・
学
術
政

策
局
研
究
開
発
基
盤
課
長
が

「
千
葉
工
大
は
ロ
ボ
カ
ッ
プ

の
大
変
な
強
豪
校
」と
紹
介
。

　
林
原
教
授
は
、
本
学
が
２

０
０
６
年
に
未
来
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
学
科
の
チ
ー
ム
「CIT 

Brains

」
を
作
っ
て
07
年
の

ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会
に
初

挑
戦
し
て
か
ら
の
足
跡
を
た

ど
り
な
が
ら
、
２
０
１
４
年

に
「
苦
節
９
年
目
」
で
、
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
・
サ
ッ
カ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
の
最
高
の
栄
誉

「
ベ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ

ド
」
を
獲
得
し
た
こ
と
。
ロ

ボ
カ
ッ
プ
は
社
会
の
変
革
を

「
技
術
と
人
材
育
て
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ
」

▼
　
未
ロ
ボ
・
林
原
教
授

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
未
来
社
会
へ
向
け
講
演

進
め
る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
開
発
と
、
そ
の
キ
ー
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
扱
え
る
人
材
を

育
て
る
と
い
う
面
で
も
非
常

に
役
に
立
っ
て
い
る
と
、
参

加
者
に
熱
く
語
り
か
け
た
。

　
な
お
、「
ジ
ャ
パ
ン
ロ
ボ

ッ
ト
ウ
イ
ー
ク
２
０
１
６
」

に
出
展
さ
れ
た
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
未
来
社
会
推
進
協
議

会
」
の
ブ
ー
ス
で
は
、
未
来

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
米
田
研

究
室
の
奈
良
林
大
輝
さ
ん

（
３
年
）、
伊
東
稔
明
さ
ん

（
４
年
）、
花
田
百
優
さ
ん

（
２
年
）
が
説
明
員
を
務
め

て
い
た
。

　
県
内
で
最
大
級

の
環
境
イ
ベ
ン
ト

「
エ
コ
メ
ッ
セ
２

０
１
６
ｉ
ｎ
ち

ば
」
が
９
月

22

日
、
幕
張
メ
ッ
セ

国
際
展
示
場
で
開

か
れ
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ

は
「

見

つ

け

よ

う

私

のCOOL

　

CHOICE

」。

産

官

学
・
市
民
の
約
１
０
０
団
体

が
出
展
。
本
学
か
ら
は
▽
生

命
環
境
科
学
科
生
物
圏
環
境

研
究
室
（
村
上
和
仁
教
授
）

▽
「
環
境
科
学
研
究
会
」

（
代
表
・
村
上
教
授
）
▽
同

社
会
圏
環
境
研
究
室
（
五
明

美
智
男
教
授
）
▽
化
学
第
４

実
験
研
究
室
（
谷
合
哲
行
准

教
授
）
▽
Ｃ
Ｉ
Ｔ
も
の
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
２
チ
ー

ム
（
廃
棄
食
品
由
来
の
学
内

燃
料
生
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

3 R-lab 
PC

班
）
｜
｜
の
６

組
が
研
究
成
果
を
展
示
し

た
。
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず

会
場
に
は
約
８
５
０
０
人
が

訪
れ
た
。

　
★
村
上
研

バ
イ
オ
・
エ

コ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
活

用
し
た
環
境
保
全
、
特
に
微

生
物
生
態
学
の
立
場
か
ら
水

環
境
の
保
全
を
研
究
。
今
回

は
４
年
生
11
人
の
研
究
成
果

を
パ
ネ
ル
展
示
し
、
▽
生
物

指
標
に
よ
る
県
内
河
川
環
境

マ
ッ
プ
の
作

成
▽
谷
津
干

潟
（
船
溜
り

・

三

角

干

潟
）
の
環
境

調
査
▽
海
浜

公
園
ボ
ー
ト

池
の
24
時
間

モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
▽
湖

沼
版
水
環
境

健
全
性
指
標

の
開
発
▽
マ
イ
ク
ロ
コ
ズ
ム

を
用
い
たWET

試
験
法
の
提

案
｜
｜
な
ど
を
発
表
。
各
種

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
を
飲

み
比
べ
る
「
利
き
水
」
を
催

し
、硬
度
分
析
を
実
演
し
た
。

　
環
境
科
学
研
は
、
継
続
調

査
し
て
い
る
印
旛
沼
の
水
環

境
健
全
性
指
標
や
水
質
調
査

に
よ
る
環
境
評
価
に
つ
い
て

展
示
、
説
明
し
た
。

　
★
五
明
研

４
年
生
11
人

の
研
究
成
果
と
、
研
究
室
が

進
め
る
千
葉
県
内
を
中
心
と

し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
集

め
▽
中
小
河
川
で
の
生
物
調

査
や
竹
林
運
営
経
験
に
基
づ

く
環
境
教
育
▽
房
総
半
島
に

お
け
る
ホ
タ
ル
の
生
息
環
境

調
査
、
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
に
よ

る
変
温
動
物
の
体
温
特
性
分

析
▽
箱
庭
模
型
を
応
用
し
た

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

▽
印
旛
沼
で
の
視
覚
化
手
法

を
用
い
た
環
境
評
価
お
よ
び

外
来
魚
対
策
▽
千
葉
県
内
環

境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
分
布
特
性
お
よ

び
チ
ー
バ
く
ん
の
健
康
診
断

▽
多
摩
川
河
口
干
潟
に
お
け

る
ト
ビ
ハ
ゼ
の
生
息
環
境
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
潮
干
狩
り

場
と
し
て
の
分
析
｜
｜
を
パ

ネ
ル
展
示
。
併
せ
て
チ
リ
メ

ン
モ
ン
ス
タ
ー
の
お
試
し
コ

ー
ナ
ー
を
提
供
し
た
。

　
★
Ｃ
Ｉ
Ｔ
も
の
づ
く
り
　

廃
棄
食
品
由
来
の
学
内
燃
料

生
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
食

か
ら
廃
棄
さ
れ
た
廃
食
用
油

か
ら
製
造
し
た
せ
っ
け
ん
を

原
料
に
、
参
加
者
の
好
み
の

香
り
を
付
け
た
透
明
せ
っ
け

ん
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
。
子
ど
も
も
含
め
た

参
加
者
と
廃
食
用
油
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
実
感
し
た
。

　
★
Ｃ
Ｉ
Ｔ
も
の
づ
く
り

3 R-lab PC 

班

自
転
車
型

発
電
装
置
に
電
動
滑
車
を
接

続
し
、
発
電
量
の
見
え
る
化

体
験
を
試
み
た
。
駆
動
部
分

に
不
具
合
が
あ
り
体
験
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
発
電
装
置

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
に
つ
い

て
参
加
者
と
意
見
交
換
で
き

た
。
廃
油
利
用
と
発
電
の
両

代
表
者
は
午
後
か
ら
開
か
れ

た
千
葉
県
主
催
の
３
Ｒ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
。
70
人
を

超
す
参
加
者
を
前
に
活
動
状

況
を
紹
介
し
、
議
論
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

本
学
６
組
が〝
環
境
〞出
展

▼
　「
エ
コ
メ
ッ
セ
２
０
１
６
ｉ
ｎ
ち
ば
」

好調「シンナライブ」
▼  魅力あふれるミニ講義

内
海
教
授
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演

奏
を
交
え
た
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

㊤県内の河川環境を説明(村上研)

㊦フィールド活動を展示(五明研)
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

発見！ 未来人

株式会社第一エレクトロニクス

技術開発部

藤
ふじ

本
もと

 正
まさ

雄
お

さん
　2000年、大学院電子工学専攻修了

　在学中は、平面型送受波器アレーを

用いた砂中水分率の測定に関する研究

に取り組みました。超音波パルス反射

法とニューラルネットワーク情報処理

を併用し、静止砂面中の水分率を認識

させる方法の考案です。

　大学の親善交流団の一員として中国

に行き、哈
は

爾
る

濱
ぴ ん

工業大学の学生と交流

したことが強く印象に残っています。

先方の学生たちの多くが日本語を話せ

ることに驚きました。北京や上海、西

安にも行きましたが、特に万里の長城

からの壮大な景色や故宮の想像を超え

る広さに、広大な国土面積を誇る中国

を実感しました。

　現在は、主に当社のデジタル計測器

や制御機器に使用される製品個別のパ

ソコン用ソフトウエアの設計開発を担

当。製品仕様の作成からプログラムの

デバッグに至るまでの一連の設計業務

を行っています。当社ではまだ確立さ

れていない分野で、ハードルも多い

が、その分やりがいがあります。

　当社は１人１人に任せる風土があ

り、若手も比較的さまざまな仕事を任

せてもらえます。千葉工大のＯＢも多

く、上司との風通しもよいので、仕事

で困ったことやトラブルが起きた場合

でも相談しやすい環境です。

技術開発部で藤本さん

事業内容 電気計測技術をベースに、アナログからデジタルまで、計測か
ら制御、保護まで、そして表示から伝送、通信までと展開しつ
つ、さらなる市場のニーズに応えるべく、心のこもった製品を
お届けしています。

所在地 〒121－8639　東京都足立区一ツ家１－11－13

　
学
生
寮
・
秋
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
10
月
23
日(
日)
、
寮

隣
接
コ
ー
ト
や
新
体
育
館
で

開
か
れ
た
。
寮
生
の
交
流
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
寮
長
の
加

藤
大
晴
さ
ん

電
気
電
子
情

報
工
学
科
３
年=

ら
が
企
画

し
た
も
の
で
、
夏
の
大
運
動

会
と
は
一
味
違
っ
た
競
技
内

容
。

　
種
目
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ボ

ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
接

戦
が
続
き
、
会
場
は
声
援
で

沸
き
あ
が
っ
た
。

　
寮
の
運
動
会
は
、
階
ご
と

に
チ
ー
ム
を
組
む
。
異
な
る

学
年
間
の
交
流
を
促

す
た
め
で
、
こ
れ
に

よ
っ
て
各
フ
ロ
ア
の

団
結
力
も
増
し
て
い

く
。

　
競
技
を
終
え
た
寮

生
た
ち
は
「
高
校
の

球
技
大
会
を
思
い

出
し
た
！
」「
負
け

た
け
ど
楽
し
め
ま

し
た
」「
対
戦
相
手

と
、
ま
た
テ
ニ
ス
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
と
感
想

を
述
べ
て
い
た
。

　
第
50
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
実
行
委
員
会

安
藤
一
輝
委
員
長
・
生
命
環

境
科
学
科
３
年

主
催
）
は

10
月
12
日
、
茜
浜
運
動
施
設

と
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
も
と
参
加
者
は
約
３

５
０
人
。
学
生
・
教
職
員
た

ち
は
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を

解
消
し
よ
う
と
、
い
い
汗
を

流
し
た
。

　
種
目
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
ほ
か
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
硬
式
テ
ニ

ス
な
ど
球
技
が
中
心
。
し
か

し
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
は
「
釣

り
」「
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
ッ
キ

ン
グ
」「
ウ
ォ
ー
タ
ー
コ
イ

ン
」「
お
せ
ん
べ
い
、
焼
け

た
か
な
？
」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
競
技
が
用
意
さ
れ
、
真
剣

勝
負
な
が
ら
笑
顔
の
絶
え
な

い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。

　
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
に
人

工
芝
が
張
ら
れ
、
新
築
の
体

育
館
で
は
天
候
を
気
に
せ
ず

競
技
が
可
能
に
。
喜
ば
し
い

変
更
が
増
え
、
企
画
・
実
施

の
関
係
者
は
一
層
、
運
営
に

力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。

　
安
藤
実
行
委
員
長
は
「
変

更
点
が
多
か
っ
た
が
、
協
力

し
て
無
事
に
終
わ
ら
せ
る

寮
大
会
も
接
戦

▼
　秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
各
階
チ
ー
ム

スポフェス熱戦！
▼　新体育館で球技、ゲーム

テニスに、バスケットボールに

元
気
な
椿
寮
の
寮
生
た
ち

　
第
59
回
内
閣
総
理
大
臣
杯
全
国
空
手
道

選
手
権
大
会
（
９
月
25
日
、
幕
張
メ
ッ
セ

・
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
）
の
一
般
男

子
個
人
戦
・
組
手
で
優
勝
し
内
閣
総
理
大

臣
杯
を
獲
得
し
た
本
学
卒
業
生
・
根
本
敬

介
さ
ん

写
真
中
央

が
10
月
４
日
、
津

田
沼
校
舎
を
来
訪
、
瀬
戸
熊
修
理
事
長
、

小
宮
一
仁
学
長
に
成
績
を
報
告
し
た
。

　
根
本
さ
ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｐ
Ｍ
）
学
科
に
在
籍
し
、
体
育
会

空
手
道
部
に
所
属
。
数
々
の
大
会
で
好
成

績
を
残
し
、
平
成
14
年
に
卒
業
し
た
。

　
そ
の
後
、
22
年
の
第
53
回
同
大
会
で
内

閣
総
理
大
臣
杯
に
輝
き
、
以
来
55
、
56
、

58
、
今
回
59
回
と
５
回
優
勝
（
57
回
は
準

優
勝
）
を
重
ね
て
い
る
。
今
回
同
種
目
３

位
の
岡
田
泰
典
さ
ん
も
本
学
の
卒
業
生

（
21
年
・
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
卒
）だ
。

全
国
空
手
覇
者
　根
本
敬
介
さ
ん
来
校

▼
　
理
事
長
、学
長
ら
に
成
績
報
告

こ
と
が
で
き
一
安

心
。
来
年
度
は
茜

浜
運
動
施
設
で
な

く
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
な
ど
を
も
っ
と

利
用
し
競
技
数
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

フットサル男女の熱戦

バドミントン、バスケットボール

釣りゲームや

スタッキング
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12月18日（日）キャンパス見学ＤＡＹ（クリスマスイルミネーションイベント同時開催）、23日（金・祝）天皇誕生日、学生冬期休業開始（１月10日まで）

　
新
米
の
季
節
に
な
り
、
店

頭
に
は
日
本
全
国
の
お
米
が

並
び
ま
す
。
千
葉
県
は
関
東

一
の
早
場
米
の
産
地
で
、
良

質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
多

古
米
、
長
狭
米
、
い
す
み
米

は
三
大
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て

有
名
で
す
。
ご
は
ん
大
好
き

な
私
は
、
千
葉
県
産
の
鶏
卵

と
お
醤

し
ょ
う

油ゆ

で
生
卵
ご
飯
を
堪

能
し
た
い
も
の
で
す
。

　
最
近
で
は
、
ノ
ケ
ジ
ョ(

農
系
女
子
の
略)

な
る
言
葉

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
の
研
究
室
に
も
ノ

ケ
ジ
ョ
が
い
て
、
私
が
大
学

生
だ
っ
た
こ
ろ
に
読
ん
だ

『
夏
子
の
酒
（
尾
瀬
あ
き
ら

作
）』
の
主
人
公
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

さ

せ
ま
す
。

　
昨
年
4
月
か
ら
は
い
す
み

市
に
お
い
て
学
生
た
ち
と
水

田
を
は
じ
め
ま
し
た
。
耕
作

放
棄
地
を
土
づ
く
り
か
ら
は

じ
め
、
無
農
薬
・
無
肥
料
で

森
林
か
ら
の
物
質
供
給
の
み

で
米
作
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　
稲
穂
の
頭

こ
う
べ

が
垂
れ
、
い
よ

い
よ
収
穫
の
時
!!
イ
ノ
シ
シ

に
や
ら
れ
、
全
滅
し
ま
し

た
。
学
生
た
ち
は
痛
感
し
ま

し
た
、
自
然
と
の
共
存
共
栄

の
厳
し
さ
を
。
で
も
き
っ
と

大
切
な
こ
と
を
学
び
、
大
き

く
成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。

　〝
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る

稲
穂
か
な
〞

　
応
用
化
学
科

　
　
　
　
　
　
矢
沢
　
勇
樹

　
前
々
か
ら
気
に
な
っ
て
い

た
ふ
る
さ
と
納
税
。
な
か
な

か
挑
戦
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、「
美
味
し
い

も
の
食
べ
ら
れ
て
、
し
か
も

お
得
で
す
よ
！
」
と
、
同
僚

か
ら
の
一
言
が
決
め
て
と
な

り
、
食
い
し
ん
坊
の
私
は
、

今
年
ふ
る
さ
と
納
税
デ
ビ
ュ

ー
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
好

き
な
地
域
（
都
道
府
県
・
市

区
町
村
）
へ
の
寄
附
の
こ

と
。
寄
附
を
す
る
と
、
税
金

が
控
除
さ
れ
た
り
、
寄
附
金

の
使
い
道
を
指
定
し
て
地
域

を
応
援
で
き
た
り
、
さ
ら
に

は
寄
附
し
た
地
域
か
ら
お
礼

の
品
と
し
て
美
味
し
い
お
肉

や
お
魚
な
ど
が
も
ら
え
る
。

し
か
も
寄
附
の
仕
方
は
通
販

な
ど
と
一
緒
で
簡
単
だ
。

　
時
期
的
な
こ
と
も
あ
り
、

今
年
は
栃
木
県
と
千
葉
県

(

地
元)

の
み
に
納
税
は
留
ま

っ
た
が
、
地
元
か
ら
届
い
た

お
礼
の
品
の
お
米
は
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
「
月
の
砂
漠
」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
ラ
ク
ダ
と
大

き
な
月
。
月
が
少
し
欠
け
て

お
米
の
形
を
し
て
い
る
ニ
ク

イ
デ
ザ
イ
ン
だ
！
　
し
か

も
、
こ
の
粋
な
デ
ザ
イ
ン
を

し
た
の
は
、
本
学
デ
ザ
イ
ン

科
学
科
の
学
生
と
い
う
。

　
秋
の
夜
長
、
月
を
見
る
機

会
も
な
い
け
れ
ど
、
こ
ん
な

出
会
い
は
ち
と
嬉
し
い
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
最
近
に
な
っ
て
、
夜
空
を

仰
ぎ
見
る
機
会
が
多
く
な
っ

た
。
と
い
う
の
も
今
年
の
夏

に
御
宿
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
た
、
公
開
講
座
「
星
空
教

室
」
で
夜
空
に
ひ
ろ
が
る
星

座
を
観
て
、
感
動
し
た
か
ら

だ
。

　
普
段
、
街
の
中
で
夜
空
を

見
上
げ
て
も
、
街
頭
の
明
か

り
や
ビ
ル
の
照
明
な
ど
で
星

が
見
え
な
い
こ
と
が
多
く
、

星
を
観
る
機
会
も
あ
ま
り
な

く
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
御
宿
研
修
セ
ン

タ
ー
の
庭
か
ら
見
上
げ
る
夜

空
に
は
、
と
て
も
美
し
い
星

空
が
あ
る
。
は
く
ち
ょ
う

座
、
わ
し
座
、
さ
そ
り
座
、

明
る
い
星
が
星
座
の
名
前
で

呼
ば
れ
て
い
る
。
天
気
が
よ

い
夜
に
は
満
天
の
星
、
星
が

降
っ
て
く
る
感
じ
が
す
る
。

当
日
は
望
遠
鏡
か
ら
星
を
観

る
こ
と
も
で
き
、
土
星
も
観

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
夏
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら

の
冬
の
季
節
に
は
空
気
が
澄

む
こ
と
も
多
く
、
星
が
奇
麗

に
見
え
る
機
会
が
増
え
る
。

　
昔
、
小
学
校
で
習
っ
た
星

座
の
名
前
を
思
い
出
し
な
が

ら
星
を
眺
め
る
の
も
い
い
も

の
だ
。

　
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
夜
空
を

眺
め
て
自
然
の
美
し
い
星
を

観
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
い

い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
産
官
学
融
合
課

　
　
　
　
　
　
富
内
　
直
樹

クラブの活動状況

▲

文化会 期　間 大会・発表会名

フォークソング研究会 10/16 工大企画

フィッシャークラブ 10/２、11、12、22、23
2016年度全日本学生釣魚連盟関東支部へら鮒釣り大会、磯＆船釣り、
新三役就任釣行

陶芸研究会 10/15 七輪陶芸

天文研究部 10/18、25 天体観測

電気研究部 10/８、９、16 第37回全市全郡コンテント、第31回オール千葉コンテスト

鉄道倶楽部 10/９、15、16、22、23
国府台自動車学校出張運転、真砂コミュニティふれあいまつり 出張
運転、千葉トヨペット60周年イベント

ソフトメディア研究会 10/22、23、30
千葉トヨペット60周年イベント、Ｍ３音系・メディアミックス同人
即売会

総合工学研究会 10/23、11/５、６
ロボット操作体験、ＲＯＢＯＴ　ＧＥＮＥＲＡＴＩＯＮ、理工展　
ロボット大会

写真部 10/５～16 新人展

茶道部 10/８、９、16、23
工大祭茶会、もみじ茶会、和洋茶会、神無月茶会、茶会、櫻門茶会、
六十周年記念茶会、定例茶会、芝浄慶茶会

航空工学研究会 10/22 交流会

機械工学研究会 10/23 元ピックミニバイクレース　第4戦　コース1000

環境科学研究会 10/23 水環境調査

上記クラブのほか、多くのクラブが課外活動に励んでいます。定期的にいろいろなクラブの活動状況をお知らせしています。

　
秋
晴
れ
の
10
月
23
日
、
模

擬
授
業
を
中
心
と
し
た
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
津
田
沼

校
舎
で
開
か
れ
、
受
験
生
・

父
母
ら
１
５
７
２
人
が
来
場

し
た
。

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
本
学
教
員
に
よ
る

ミ
ニ
講
義
を
開
催
。
全
17
学

科
、
計
34
コ
マ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
講
座
で
、
学
び
の
中
か
ら

学
科
の
特
徴
を
つ
か
ん
で
も

ら
お
う
と
い
う
も
の
。
受
験

生
に
限
ら
ず
高
校
１
、
２
年

生
や
保
護
者
た
ち
も
受
講
し

た
。

　
ま
た
、
一
般
・
セ
ン
タ
ー

入
試
説
明
会
や
推
薦
入
試
説

明
会
＆
対
策
講
座
、
工
作
セ

ン
タ
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演

習
室
で
の
体
験
講
習
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
を
効
率
よ
く
案
内

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も

開
催
。
携
わ
っ
た
学
生
た
ち

の
対
応
ぶ
り
に
好
感
が
持
て

た
、
と
い
う
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

　
７
月
に
注
目
を
浴
び
た

全
17
学
科
が
ミ
ニ
講
義

10
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

「
千
葉
工
大
生
が
選
ぶ
Ｃ
Ｉ

Ｔ
ス
ポ
ッ
ト
」
は
展
示
ブ
ー

ス
を
設
け
、
内
容
を
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
。
新
習
志
野
キ

ャ
ン
パ
ス
や
津
田
沼
キ
ャ
ン

パ
ス
、
茜
浜
運
動
場
な
ど
構

内
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
写

真
で
紹
介
し
た
。

　
７
号
館
の
１
フ
ロ
ア
に
は

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
、
チ
バ

テ
ク
コ
、
学
食
ラ
ン
チ
メ
ニ

ュ
ー
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
や
展

示
物
が
所
狭
し
と
飾
り
付
け

ら
れ
た
。
来
場
者
は
「
学
生

た
ち
が
楽
し
そ
う
！
」「
他

の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
も
わ

か
っ
て
う
れ
し
い
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
感
想
を
寄
せ

た
。

　
12
月
に
は
今
年
最
後
の
キ

ャ
ン
パ
ス
見
学
Ｄ
Ａ
Ｙ
＆
ク

リ
ス
マ
ス
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

全体説明会 学科のミニ講義風景

「千葉工大生が選ぶＣＩＴスポット」 キャンパスツアーで道順などを説明

在学生に聞いてみようコーナー

㊤親子が学食で　㊦推薦入試説明会


